








要約 川崎病の急性期には，断層心ニエ一図で高頻度に冠状動脈の拡大および壁エコー輝度

の上昇を認めるが,その多くは回復期までに正常所見に復帰する。最近,川崎病の冠状動脈

障害に関する長期予後が問題になってきているが,この一過性の拡大や血管壁エコー輝度

上昇が将来の冠状動脈硬化のrisk factor になり得るか否かは現在不明である。その解明

に不可欠なことは,これらのエコー所見を呈する時の病理組織像を知ることであるが,現在

不明のままである。そこで動物に実験的冠状動脈炎を作製し,断層心エコー図の冠状動脈所

見とその病理組織の対比を試みた。 

我々は以前から家兎を用いて馬血清 2 回静注法による実験的冠動脈炎を作製し,冠動脈壁

の炎症性反応および構造上の強度に関する年齢差を,検討してきた。その病理組織所見より,

成熟期と比較して離乳期の特徴として,まず炎症性細胞浸潤および細胞線維増生が弱いこ

と,次に冠状動脈炎早期像として共通してみられる,全層殊に中膜平滑筋層における変性浮

腫性膨化が強く,この時期に内腔拡大を発生し易いことを明らかにしてきた。①② 

そこで今回は冠状動脈より炎症性の浮腫性膨化を呈する時期の心ニコ一図所見を観察し,

川崎病急性期にみられる冠状動脈壁のエコー輝度増強や一過性拡大の病理組織の研究に役

立てることを目的とした。 


